
 
 

 

 

 

測定結果報告書作成要領（案）  

 

（非破壊試験による鋼製防護柵の根入れ長測定）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年7月 

山口県土木建築部技術管理課 

 
 
 
 
 



 
 

本要領は、「非破壊試験による鋼製防護柵の根入れ長測定要領（案）－平成 24年 7月－」

の「６．非破壊試験の実施」で定めている「測定結果報告書」の作成方法、留意すべき事項

等を示したものである。  
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１. 業務名 
 

当該業務委託の業務名を記載する。  

（例） 

  ○○○○○○○○○○工事に伴う非破壊試験業務委託 

 

２. 対象工事名及び工事場所  

対象工事の名称及び工事場所を記載する。  

（例） 

主要県道○○○○○線道路改良工事 

山口県○○○○○○○○○○地内  

 

３. 鋼製防護柵  

本工事で設置する全ての鋼製防護柵の種別（仕様記号、塗装品・メッキ品）、延長、本数

を記載する。 

 また、測定位置図（測定した支柱が特定できるよう、測定した支柱に番号を付けた図面）

を作成し、添付する。  

 

 
(例)     

Ｇｒ-Ｃ－２Ｅ  ○○ｍ 、 ３本 （塗装品） 

Ｇｒ-Ｃ－４Ｅ  ○○ｍ 、 ４０本 （塗装品） 

Ｇｒ-Ｃ－４Ｅ２  ○○ｍ 、 １０本 （塗装品） 

Ｇｒ-Ｃ－４Ｅ  ○○ｍ 、 ５本 （メッキ品） 

 

４. 測定機器 

 
測定機器の名称、製造会社、連絡先、校正記録を記載する。  

 

（例）   

機器名称 ○○○○○○○○○○○○  

製造会社 （株）○○○○○○○  

連絡先  ○県○○市○○○○ ○-○-○  

 ○○－○○○-○○○○  

校正記録 平成○年○月○日 ○○○○○○○○○  

 平成○年○月○日 ○○○○○○○○○  
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５. 測定原理・手順 

 

測定原理の概要を記載する。 

  測定手順については、「測定機器の性能確認」と「根入れ長確認」に分けて記載する。  

（１） 測定原理  

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  

 

（２）測定手順 

 【測定機器の性能確認】  

図と説明文により、測定手順を簡潔に記載する。 

  

（例） 

 

 

 

 

 

《 測定手順 》  

①設計支柱長（Ｌ0）を確認  

②巻き尺により、支柱長（Ｌ：支柱実寸長）を測定  

③測定機器により、支柱長（Ｌ1：測定支柱長）を測定  

④測定支柱長（Ｌ1）と支柱実寸長（Ｌ）との差（Ｌ1－Ｌ）により、測定機器の性能確認 

 性能基準 －３０mm ≦（Ｌ1－Ｌ）≦ ＋３０mm  

 

 

 

【根入れ長確認】  

「測定機器の性能確認」と同様、図と説明文により、簡潔に記載する。 

 検査時の書類審査おいて、検査職員がこれを読んで理解できるよう、どの箇所を何

により、どんな手順で鋼製防護柵の根入れ長を測定したのか記載する。 

 

Ｌ0：設計支柱長（設計の支柱長） 

Ｌ1：測定支柱長（測定機器により測定した支柱長） 

Ｌ ：支柱実寸長（巻き尺により測定した支柱長） 
太鼓落とし 探触子 



3 
 

６. 測定機器の性能確認  

確認（測定）日、監督職員（確認者）、測定者、確認内容（測定結果）を記載する。  

また、測定要領(案) では、鋼製防護柵の種別毎に｢測定機器の性能確認｣を実施すること

としているが、鋼製防護柵の種別については、下記の取り扱いとするので、これに基づき

測定機器の性能確認の対象支柱を設定すること。  

① 支柱の長さ、材質・形状、根入れ長が同じであれば、設置スパンやブラケット（間 

隔材）等が異なっても同じ種別の鋼製防護柵とする。  

② 塗装品とメッキ品は、違う種別の鋼製防護柵とする。  

 

（例）Ｇｒ-Ｃ－２Ｅ  （塗装品） ３本  

Ｇｒ-Ｃ－４Ｅ  （塗装品） ４０本  

Ｇｒ-Ｃ－４Ｅ２ （塗装品） １０本  

Ｇｒ-Ｃ－４Ｅ  （メッキ品） ５本 

 
上記においては、Ｇｒ-Ｃ－４ Ｅ（塗装品）及びＧｒ-Ｃ－４Ｅ（ メッキ品）が測定機

器の性能確認の対象支柱となる。  

 

(１)確認（測定）日  

（例） 

   平成○○年○○月○○日  

 

（２）監督職員（確認者）  

（例） 

所属 ○○○○事務所 ○○○○○○  

氏名 ○○○○ 

 

（３）測定者  

（例） 

所属 (株) ○○○○○ ○○○○○○ 

氏名 ○○○○ 

 

（４）確認内容（測定結果）  
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（例） 確認内容（測定結果）は、「支柱長測定結果一覧表」のとおり。  

７. 根入れ長確認  

  測定日、監督職員（確認者）、測定者、確認内容（測定結果）を記載する。  

(１) 測定日  
（例） 
平成○○年○○月○○日 

平成○○年○○月○○日  

 

（２）監督職員（確認者）  

（例） 

所属 ○○○○事務所 ○○○○○○ 

氏名 ○○○○ 

  

（３）測定者 

（例） 

 所属 (株)○○○○○ ○○○○○○ 

氏名 ○○○○  

 

（４）確認内容（測定結果）  

 

 

（例） 

 確認内容（測定結果）は、「根入れ長測定結果一覧表」のとおり。 
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 様式-１ 

  
Ｌ0：設計支柱長（設計の支柱長） 

Ｌ1：測定支柱長（測定機器により測定した支柱長） 

Ｌ ：支柱実寸長（巻き尺等により測定した支柱長） 

《測定機器の性能基準》 

                       －３０ｍｍ ≦（Ｌ1－Ｌ）≦ ＋３０ｍｍ  

支柱長測定結果一覧表 

測定日  平成23年12月1日 

（単位：ｍｍ）  

測定機器の性能確認時の 

    状況写真を添付（１枚） 

 

 

 
 

 

 

Ｌ0、Ｌ1、Ｌ
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様式-２ 

Ｌ0：設計支柱長 （設計の支柱長） 

Ｈ0：設計支柱高 （設計の支柱高） 

ｈ0：設計根入れ長（設計の根入れ長） 

Ｈ1：測定支柱高 （巻き尺等により測定した支柱長） 

ｈ1：測定根入れ長（測定機器により測定した根入れ 

 
《根入れ長の判定基準》 

   －１００ｍｍ ≦（ｈ1－ｈ0）≦ ＋１００ｍｍ 

 

根入れ長測定結果一覧表 

平成23年12月23日 支柱番号 1～10 

平成23年12月24日 支柱番号11～25（単位：ｍｍ） 

支

柱

番

号 

断

面 
種別 

設計支

柱長Ｌ
0  

設計支

柱高Ｈ
0  

設計根

入れ長

ｈ0  

測定支

柱高Ｈ
1  

測定根

入れ長

ｈ1  

Ｈ1－

Ｈ0  

ｈ1－

ｈ0 ±
１００ 

mmでOK  

備考 

1  ①  Gr-C-4E  塗装 2,100  600 1,500 610 1,415 10 -85   

2 ①        0 0   

3 ②        0 0   

4 ②        0 0   

5 ①        0 0   

6 ③        0 0   

7 ①      0 0  

8 ①        0 0   

9 ③        0 0   

10          0 0   

11         0 0   

12          0 0   

13          0 0   

14          0 0   

15  ①  Gr-C-4E  塗装 2,100  600 1,500 610 1,415 10 -85   

16  ①  Gr-C-4E  塗装 2,100  600 1,500 610 1,395 10 -105  

隣接２本の

適合により、

適合と判断 

17  ①  Gr-C-4E  塗装 2,100  600 1,500 610 1,420 10 -80   

18          0 0   

19          0 0   

20             

21          0 0   

22          0 0   

23          0 0   

24          0 0   

25          0 0   

         0 0   

         0 0   

         0 0   

         0 0   

         0 0   

            

         0 0   

         0 0   

         0 0   

※根入れ長確認時の状況写真は不要  

測定日 

鋼製防護柵の仕様記号及び塗装品・メッキ品の別を記載 

設 計 値設計値を入設計値を入力 設 計 値測定値を入力 設 計 値入力不要（自動計算） 

別紙に断面を示し、その断面の番号を記入 
・ここでは、３種類の断面（①～③）を想定 
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